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労働安全衛生ニュース №1　（2014年5月15日号）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行：フード連合(労働局)　　
今回は、各単組からご報告頂いた2013年9月～2014年4月までに報告のあった｢緊急重大災害｣についてご報告します。報告のあった5件のうち、災害内容は以下の通りです。
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昨年、一昨年に比べ、報告件数は減少しています。報告忘れはありませんか？情報共有、再発防止のために、速やかな報告をお願いします。
今回報告のあった5件のうち4件が「はさまれ・巻き込まれ」によるものです。
以下、災害事例（①場所②作業内容③発生状況④災害の状態）と組合･安全委員会等の対応を紹介します。
	（事例１）　2013年6月10日　　58歳代･女性　勤続15年
1  アイス充填職場
2 ライン上での不良品除去時
3 被災時、不良品が二重に流れており、除去が間に合わず追いかけたため、リテーナーとふた押さえの間に巻き込まれた。
4  右橈尺骨開放骨折　治療見込30日以上　休業見込30日以上
・不良品の自動排出、不良品発生原因について設備改善→生産技術部とエンジニアリング部で検討
・可動部について再度危害分析を行いリスク管理の見直しを行った
・挟まれ、巻き込まれについての危険性の再度確認および「トラブル処理に関する作業内容」について作業手順をもとに再教育を職場従業員に対して行った

	（事例２）　2014年1月28日　　40歳･男性･勤続21年
1 氷菓充填作業中
2 スケールホッパーにて発生した氷だまりの除去作業時
3 充填停止スイッチ近くにいた作業者に充填機停止を指示したが、指示した作業者はタイミングを計るため、すぐに停止操作をしなかった。被災者は停止したと誤認して稼働中の機械に手を入れた。
4 左手第2.3指切断　休業見込2ヶ月
・同日、安全カバーについて開放中は設備が停止するようインターロックを設置。
・翌日、労使共同の安全衛生委員会メンバーにて安全点検実施。

・トラブル対応時の作業時は、確実に機械が停止していることを確認してから作業を行うよう改めて教育を実施。
・労災発生個所に注意表示を掲示。


●非定常作業時に発生
上記２つの労災事故の詳細は異なりますが、不良品除去作業という「非定常作業」時に発生している点については共通しています。非定常作業時で労災が多発する原因としては、①日常的に反復・継続して行われることが少なく、かつ十分な時間的余裕がなく行われるため、設備面及び管理面での事前の検討が十分でないことが多く、併せて、これらの作業に従事する作業者が作業に習熟する機会が少ないこと②事業場の複数部門（製造部門、保全部門等）にわたり、輻輳して行われることが多い反面、事前の作業に関する連絡調整が必ずしも十分ではなく、作業指示が不明確になりがちであること、などが考えられます。

●危険を未然に防ぐために
①については機械、設備の管理面などの検討をはじめ、事前の作業調整、十分な作業時間の確保などが必要です。②については作業を始める前に、危険予知のためのミーティングを行うなどして、その作業で特に気をつけなければならない要素作業や動作について話し合いましょう。安全指示を作業者全員にうまく伝えることが労災を防ぐカギとなります。

重大災害が起こったら、　再発防止のために、

速やかにフード連合　労働局に報告をお願いします！！
報告用紙は「フード連合HP(http://www.jfu.or.jp/)フード連合の活動→労働局のページ」に掲載中

～初歩からマニアックまで　労働安全衛生クイズ～　
Ｑ1. 労働災害防止計画とは、(　　　　　　　)が労働災害を減少させるために、国が重点的に取り組む事項を定めた中期計画のことである。　(　　　　　)に当てはまる言葉は次のうちどれか。
a.　　労働基準監督署　　　　b.　　　　中央労働委員会　　　　c.　 厚生労働大臣
Ｑ2．2014年、法案審議が行われていた労働安全衛生法改正法案が参議院本会議で可決され、衆議院に送付されたのはいつか。
a. 4月9日　　　　　        b.　4月10日　　　　      c.　4月11日
★答え★
Ｑ1．　　c.　 厚生労働大臣

労働災害防止計画は厚生労働省が5年ごとに策定するもので、平成25年に定められた第12次労働災害防止計画では、「平成29年までに、死亡災害の撲滅をめざして労働災害による死亡者数・死傷者数を15％以上減少させる」という数値目標を設定しています。（参考文献：厚生労働省ＨＰ）
　Ｑ2．　　 a. 4月9日

参議院先議で法案審議が行われていた労働安全衛生法改正法案が4月9日の参議院本会議において全会一致で可決され、衆議院に送付されました。
同法案の主な内容は、①化学物質管理のあり方の見直し、②ストレスチェック制度の創設、③受動喫煙防止対策の努力義務化、④重大な労働災害を繰り返す企業に企業単位の改善計画を策定させて改善をはからせる仕組みの創設、⑤特に危険性が高い機械を製造する際に検査を行う機関について、外国立地検査機関も登録可能とすること、⑥電動ファン付き呼吸用保護具の型式検定・譲渡制限の対象への追加です。　（参考文献：連合　闘争本部ニュース）
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